単元指導計画　　小５　    Hi, friends!１　　　Lesson７　　What’s this?　クイズ大会をしよう　　　　　　　　　　　　　　[全４時間]　　　　　　　　　　　　　　　　
	単元の指導目標
	ゲームやクイズを通して，外来語と，そのもととなる英語の音との違いに気付き，身の回りの物の言い方に慣れ親しみながら，ある物が何かを積極的に尋ねたり答えたりしてコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	時
	１
	２　　Good job！シート
	３
	４　　Good job！シート

	ね

ら

い
	身の回りの物の言い方に慣れ親しみながら，外来語とそのもととなる英語の音との違いを知る。
	　身の回りの物を表す語や，ある物が何かを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。
	　身の回りの物を表す語や，ある物が何かを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむとともに，日本と外国語学校生活の違いに気付く。
	積極的にある物が何かを尋ねたり答えたりしようとするとともに，日本と外国の学校生活の違いに気付く。

	英語表現
	What’s this? It’s ~. triangle, fish, recorder, shoe, notebook, eraser, glove, beaker, bird, textbook, eggplant, blush, mat, bat, cap, ruler, globe, tomato, frying pan, cup, microscope, piano, flower
	
	
	

	学

習

活

動


	1.Warm-up

・歌「Hello Song」を歌う。

2.Activity　ウ①，イ②                                        　　　　


(1) パーツクイズをする。
（pp.26-27　 Let’s Listen）


(2)ポインティングゲームをする。

　（pp.28-29  Let’s Play）

(3)キーワードゲームをする。

・ペアを作り，間に消しゴムを置く。指導者が言う英語を真似して言う。指導者が決めたキーワードを言ったときには，繰り返さず消しゴムをペアで取り合う。

(4)チャンツ「What’s this?」をする。
3.Evaluation
	1.Warm-up

・チャンツ「What’s this?」をする。

2.ALT’s Time

・写真から海外の学校で使われている学習用具の話を聞く。
3.Activity  （pp.30-31  Activity）イ①，イ②
                                      　　　　

(1)シルエットクイズをする。

(2)漢字クイズをする。
(3)スリーヒントクイズをする。

(4)パズルクイズをする。イ①イ②

4.Evaluation
・Good job！シートで振り返る。
	1.Warm-up

・チャンツ「What’s this?」をする。

2.ALT’s Time　ウ②
・写真から海外の学校の制服についての話を聞く。
3.Activity　ア②                                        　　　　


・これまでに行ったことのあるクイズから

「身の回りの物をあてるクイズ」をグループで考えて準備し，練習する。　
例 G1　ブラックボックスクイズ
　       （箱の中に入った物を当てるクイズ）

G2　シルエットクイズ
G3　漢字クイズ
G4　スリーヒントクイズ

G5　パズルクイズ

G6　パーツクイズ

（イラストの一部分を見て何かを当てるクイズ）
G7　ジェスチャークイズ  　　など

4.Evaluation
	1.Warm-up

チャンツ「What’s this?」をする。

2.ALT’s Time　ウ②
・写真から海外の学校の遊具についての話を聞く。
3.Activity　ア①                                        　　　　


・出題者と解答者に分かれて活動する。
(1)前半　

(2)中間交流会　
(3)後半　

4.Evaluation
・Good job！シートで振り返る。

	評価
	イ①（観察）

ウ①（ワークシート・発言）
	イ①（観察）
イ②（観察）
	ア②（観察）
ウ②（ワークシート・発言）
	ア①（観察）
ウ②（ワークシート・発言）


	[単元における評価の観点]

	ア　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度
	イ　外国語への慣れ親しみ
	ウ　言語や文化に関する気付き

	①積極的にある物が何かを尋ねたり，答えたりしようとしている。
②身の回りの物をあてるクイズを作り，積極的に活動に取り組もうとしている。
	①身の回りの物の言い方に慣れ親しんでいる。
②ある物が何かを尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しんでいる。
	①外来語と，そのもととなる英語の音との違いに気付いている。
②日本と外国の学校生活の違いを知り，それぞれの国の特色にあった学校生活があることに気付いている。


世界の子どもたちの学校生活をインターネットなどを活用して紹介し，自分たちの学校生活とくらべさせるとよい。どちらの学校生活がよいか悪いかにならないよう，それぞれの国の特色に合った学校生活があると理解できるようにする。





いろいろなゲームやクイズで，身の回りの物の言い方を知ろう。





T: What’s this?　（あてる物を指す）


S: It’s a piano.





普段使っている言葉の中に和製英語が多くあることや，英語にも同音異義語があることに気付くことができるようにする。





What’s this? 　　  　It’s a mat.


What’s this?         It’s a cat.


What’s this?         It’s a cap.








いろいろなクイズで，身の回りの物をあてよう。





T: What’s this?　　S: It’s a guitar.





T: Hint No.1, a fruit.  


Hint No.2, yellow. 


Hint No.3, monkeys.  What’s this?


S: It’s a banana.





できあがった文字を並べて


S1: What’s this?  S2: It’s the “N” card.





グループで，身の回りの物をあてるクイズを作って練習しよう。





クイズ大会をしよう。





S1:Hello. What’s this?


S2:It’s an eraser.


S1: Yes, that’s right. 





S2: Hello. What’s this?


S1: It’s an textbook.


S2: No, that’s wrong. 


S1: Hint, please. ･･･








